
第48回全国壮年大会 in 福岡 ＜ご案内＞  

☆大会開催日 
２０１３年 ８月２３日（金曜日） 

２０１３年 ８月２４日（土曜日） 

☆大会主題 
「キリストによってたてられる壮年」 

－ 教会の現場ばかつごおや － 

☆大会聖句 
「わたしたちは神のために力を合わせて働く者であり 

あながたは神の畑、神の建物です。 コリントの信徒への手紙第一 ３章９節 

☆開会礼拝 バークレー院長（西南学院大学院長） 

☆主題講演 奥田知志牧師（東八幡キリスト教会） 

☆模擬授業 模擬授業（９０分） 

 

大会実行委員長小林鐵志（野方キリスト教会） 

大会実行副委員長川内光（福岡城西キリスト教会） 

大会実行副委員長岡久凱（平尾バプテスト教会） 

 

東京バプテスト神学校在校生（１頁記事から祈りに覚えて）   

神学専攻科（9名） 

足立 智幸（宇都宮教会）、大田 雅一（常盤台教会）、小牧 由香（常盤台教会）、文 廷翼（東京韓日教会） 

高橋 つる（宇都宮教会）、常廣 澄子（茗荷谷教会）、辻 眞理子（南名古屋教会）、連盟外2名 

教会教育専攻科（1名） 

小向 光雄（三沢教会） 

本科（26名） 

アウン・ダウン・ライン（仙川教会）、芦沼 光雄（ふじみ野教会）、安保 恵一（筑波教会）、石井 規之（町田伝道所） 

大久保 真道（青梅あけぼの教会）、岡村 ゆり（奈良教会）、郭 淑（厚木国際伝道所）、加藤 祥悟（大秦野教会） 

金香 泰誠（常盤台教会）、神野 修（飯能教会）、小林 敏彦（逗子第一教会）、澁谷 和美（那覇新都心伝道所） 

島村 善子（日本東京第一教会）、上瀧 敦子（ふじみ教会）、末盛 桜子（多摩川教会）、鳥山 美恵（大井教会） 

根塚 幸雄（横須賀長沢教会）、舛田 栄一（洋光台教会）、藤原 靖彦（港南めぐみ教会）、山本 弘夫（東京第一教会） 

山中 弘次（西川口教会）、連盟外5名 

信徒リーダー養成コース（2名） 

芦沼 佑子（常盤台教会）、須長 裕子（相模中央教会） 

教会音楽マスターコース（1名） 

山嵜 美奈（西川口教会） 

教会音楽科（5名） 

末永 美奈子（横浜JOY教会）、杉浦 優子（藤沢教会）、武田 流里（東京第一教会）、吉村 知子（八王子めじろ台教会） 

連盟外1名 
 

 

全国壮年会連合Tシャツ購入のお願い   

全国壮年会連合では神学校献金推進のために、Ｔシャツを制作致しました。 

このＴシャツの販売利益は神学校献金としてささげさせていただきます。 

・販売価格：1着1,500円 内500円が神学校献金へ 

  ・カラー・サイズ：ネイビーブルー（紺色）、シーブルー（水色）、各S・M・L・XL・XXL 

  ・申し込み：カラー、サイズ、数量、申込者氏名及び教会名、送付先の住所と電話番号を明記して、 

事務局宛に申込み（送料を壮年会連合で負担する関係で、５着以上で申込みをお願いします） 

プリントは、新生讃美歌９４番 「われらは主の民」 “We are called to be God’s people” 

をイメージして、奥村献氏（恵泉教会）にデザインしていただきました。 

＜増５＞ 

来年は福岡に 
     きんしゃい 
待っとおよー 

西南学院バプテスト 
教会が新しく建て 
変ったよ。 
   見にきんしゃい 

平尾教会大名クロス 
ガーデンが建てられ 
てるよ －－ 
   見ちゃんしゃい 

あのくさ 
 がんばって準備 
しよるけん 
 来ちゃんしゃい 



会議報告（開催日程順）   

◇ 第２回連盟理事会 ＜陪席のため関連する事項のみ報告＞ 

開催日：８月２９日（水）～３１日（金）（於連盟会議室） 

 奨学金委員会活動報告を行った。 

第１回奨学金委員会（４月７日開催）審議内容から、返還滞留者の状況報告及び２０１２年度奨学金貸与者２０名

について報告した。従来、理事会において委託を受けている奨学金制度の活動報告を責務として行ってきたが、席

上で壮年会連合活動も報告するよう要請が出された。このことは理事会として信徒運動である壮年会連合の活動に

ついて、より理解を深めようとの意向の表れであると前向きに受け止め、次回理事会から報告に加えることとした。

また、壮年会連合から、従来、奨学金委員会報告は報告事項の扱いであったが、奨学金制度運営は連盟の伝道者養

成の業の重要な事業であるところから、理事会の承認事項として取り扱うよう要望を出した。 

 連合立等神学校奨学金制度創設について審議に参与した。（鳥飼理事主導） 

今年度の全国壮年会連合総会において継続審議となったことの報告と、１１月の連盟定期総会に向けての準備に向

けて資料等の審議を行った。 

 ２日目の審議終了後、「性差別」（講師：城倉由布子ＳＨ防止相談委員長）と「牧師配偶者検証作業チーム中間答申」

（報告者：中條智子検討委員長及び高市和久委員）について学びと説明を受けた。 

全国壮年会連合が進める「神学校献金推進活動」と「奨学金制度運営」の以下の２点について性差別の観点から検

証が必要であると感じた。 

１）献身者イコール男性との意識下で女性献身者を差別していることがないか？ 

役員会・奨学金委員会では全く公平に遇しているつもりであるが、無意識の下で性差別を行っている可能

性も否定できない。役員、奨学金委員に対し学びの機会を持つ等、意識付けを考えたい。 

２）伝道者への召命を持つ女性献身者に対し、奨学金規程第１５条（３）における、牧師の配偶者となった場合の

一部あるいは全額返還免除の規定は、かえって伝道者となる機会を喪失させているのではないか？ 

まず実態を確認するが、牧師の配偶者では伝道者（献身者）のカテゴリーに入らないので、伝道者となる

との献身の決意が叶えられるよう規程で後押しができないか検討したい。  〆 

◇ 第２回役員会 

開催日：１０月１３日（土）（於連盟会議室） 

 ２０１２年度全国壮年大会の総括。大会は中部地方連合壮年会実行委員会の準備と精力的な働きにより盛会となり

感謝。総会運営については役員会の準備不足もあり、１議案が継続審議、３議案が取下げとなったことを反省。次

回は議案を更に整え円滑に総会審議ができるよう努力することを確認した。 

また、来年度総会に再提案する４議案について、今後の対応を審議した。 

 2012-2013 年度 全国壮年会連合活動計画について、実行に向けて方法と担当を協議した。追って皆さまから

ご協力をいただくべくご案内する。 

 今年度神学校献金と状況について確認した。前年同月（９月）に比べ今年度は約マイナス30万円である。地方連

合ごとにばらつきがあり、今月送付する進捗表で自地方連合の状況を皆様でご確認いただきたい。 

 一般会計の見通しについて意見を交換した。費目ごとの費消にばらつきはあるもののトータルでは予算内に収まる

見通し。また、来年度修正予算での活動費の使途について課題として意見交換した。 

 Ｔシャツ販売実績と在庫を確認。仕入総数310枚中、10月13日現在在庫128枚あり。引き続き様々な機会を

通してＰＲしていく。ぜひご協力いただきたい。 〆 

 

第４７回壮年大会実行委員会（中部連合壮年会）風景（４頁記事に関連）  

 

＜増６＞ 


